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泉南市立小中学校再編計画＜複数案＞ 

泉南市教育委員会は、令和２（2020）年 12 月に泉南市
立小中学校再編計画＜複数原案＞を作成し、リーフレット
（概要版）の全戸配布、市ウェブサイト・SNS での配信、
アンケートの実施、小中学校での住民説明会などを通じて、
学校再編計画＜複数原案＞４案について広く周知し、市民
との意見交換に努めてきました。 

この学校再編計画＜複数案＞は、その意見を取り入れて
再度議論し、令和３（2021）年 10 月に再編案を次の３案
（Ａ案・A２案・新Ｂ案）にまとめ直したものです。今後、
この学校再編計画＜複数案＞をもとに、泉南市教育問題審
議会において審議を行う予定です。 
   
A 案（4 中学校５小学校案） 

 
A 案は、現在の４中学校区を残し、義務教育学校（９学年制）

を１校、小中一体校を 3 つ（3 中３小）新築することを基本と
する案です。 
 
  
 

 

● 現在の学校区をできるだけ存続しつつ、4 駅に近く、跡地
利用による新たな発展も視野に入れています。 

● 西信達エリアは、小中学校の老朽化が著しいため、西信達
中学校敷地等に義務教育学校（９学年制）を新築します。 

● 新家エリアは、３つの小学校（新家小、新家東小、一丘小）
を統合し、第Ⅲ期に小中一体校（１中１小）を新築し、砂
川小を新家小に統合するとともに、一丘中を移転します。 

● 信達エリアは、信達小学校の敷地等に信達中学校を移転
し、小中一体校（１中１小）を新築します。 

● 泉南中学校区の小学校（樽井小、鳴滝小、雄信小）は、泉
南中学校の敷地等に新たな小学校を新築します。 

● 東小学校は、学校規模や校区の環境を特性とした特認校制
度を導入していますが、各期において在り方を検討します。 

  

  

令和 4 年（2022）年 2 月泉南市教育委員会 

2019 年に新築した 
泉南市立泉南中学校 
（校舎と 

メディアセンター） 

A 案 再編スケジュール 

A 案 完了時の学校位置図 



 

泉南市が目指す教育 

泉南市の「大いなる希望」である子どもたちには、現実
と向き合い、様々な困難を乗り越えながら、社会を構成す
る一員としてたくましい大人へと成⾧していってほしいと
願い、「希望と力をもちたくましく生き抜く子ども」を育成
することを目指しています。 
 

令和３年度泉南市教育重点施策（SEPP2021） 

毎年、特に力を入れて取り組む教育施策をまとめ、目指
すゴールイメージを共有するものです。 

令和３年度は、次の 4 つを重点施策としています。 

①国際化教育 JET プログラムによる国際交流、国際化教育を推進 

②ICT 教育 GIGA スクール構想の推進による ICT 環境の整備 

③小中一貫教育 市独自の小中一貫教育を構築、小中一貫教育が行いやすい学校再編計画策定 

④教職員研修  授業力向上による学力の向上、支援力向上によるいじめ、不登校の減少 

 
  
A２案（4 中学校５小学校案その２） 

 
A２案は、現在の４中学校区を残し、義務教育学校（９学年

制）を１校、小中一体校を 3 つ（3 中３小）新築することを基
本とする案です。 
 
  

 

 

● 現在の学校区をできるだけ存続しつつ、4 駅に近く、跡地
利用による新たな発展も視野に入れています。 

● 西信達エリアは、小中学校の老朽化が著しいため、西信達
中学校敷地等に義務教育学校（９学年制）を新築します。 

● 新家エリアは、３つの小学校（新家小、新家東小、一丘小）
を統合し、第Ⅲ期後半から小中一体校（１中１小）を新築
し、砂川小を新家小に統合するとともに、一丘中を移転し
ます。 

● 信達エリアは、第Ⅱ期に老朽化が進んでいる信達小学校校
舎部分（体育館を除く）の新築を行います。第Ⅳ期の後半
から信達中学校を信達小学校敷地に新築・移転し、小中一
体校（１中１小）とします。 

● 泉南中学校区の小学校（樽井小、鳴滝小、雄信小）は、泉
南中学校の敷地等に新たな小学校を建設します。 

● 東小学校は、学校規模や校区の環境を特性とした特認校制
度を導入していますが、各期において在り方を検討します。 

  

  

A２案 再編スケジュール 

A２案 完了時の学校位置図 

毎年度特に力を入れて実施
する教育施策 

泉南市教育重点施策 
（SEEP2021） 

目指す教育理念と方向性を
示し、実現するための施策項
目ごとの具体的施策と指標 

泉南市教育振興基本計画 
（令和２～４年度） 

泉南市の教育、学術及び文化
の振興に関する総合的な施

策についての基本方針 

泉南市教育大綱 
（令和２～４年度） 



 

 

泉南市が目指す小中一貫教育 

泉南市では、子どもたちがこれからの社会の中
でしっかりと自分を主張して、様々な人と“つなが
る”ため、「つけたい力（どのような力をつけたい
のか）」を明確なものとし、学校、保護者、地域
で子どもたちの育ちと学びの連続性を保障する
小中一貫教育を選択しました。 

そのため、小中一貫教育は、泉南市の教育方針
の柱の一つであり、再編計画の考え方の基軸です。
小中一貫教育を行う学校の施設の形態としては、
一体型、分離型、併設型が考えられます。また、
法令上、小学校・中学校によるものと、義務教育
学校の２種類があります。 
 
 
 
 

 
  
新Ｂ案（３中学校５小学校案） 

 
新 B 案は、泉南中エリアと信達中エリアを統合し、最終的に

義務教育学校（９学年制）を１校、小中一体校を 1 つ（１中１
小）、「１対多」の施設分離型の小中一貫校（1 中 2 小）を新築
することを基本とする案です。 
 
  
 

 

● 10 年以内には新たに入学する子どもの人数が 400 人程度
となるため、4 中学校から 3 中学校に縮小するものです。 

● 西信達エリアは、小中学校の老朽化が著しいため、西信達
中学校敷地等に義務教育学校（９学年制）を新築します。 

● 新家エリアは、３つの小学校（新家小、新家東小、一丘小）
を統合し、第Ⅲ期後半から小中一体校（１中１小）を新築
し、砂川小を新家小に統合するとともに、一丘中を移転し
ます。 

● 泉南・信達エリアは、第Ⅱ期に老朽化が進んでいる信達小
学校校舎部分（体育館を除く）を新築し、第Ⅲ期に泉南中
学校敷地等に樽井小、鳴滝小、雄信小を統合・新築します。
また、第Ⅳ期に信達中を泉南中に統合し、小中一貫校（1
中 2 小）とします。その際、分離型又は併設型等の形態は
柔軟に検討します。 

● 東小学校は、学校規模や校区の環境を特性とした特認校制
度を導入していますが、各期において在り方を検討します。 

  

新 B 案 再編スケジュール 

 小学校と中学校の校舎と敷地が離れていても、 
同じ中学校区のグループ内で教員や児童生徒が連 
携して学習・活動する小中一貫校 

 小学校と中学校の校舎を同一敷地内に併設し、 
児童生徒の交流を容易にすることによって、より 
密接な連携学習や活動を推進する小中一貫校 

①小中一体校 
 小学校と中学校の校舎を同一施設とすることに 
より、系統的な教育の実践を目指す小中一貫校 
②義務教育学校 
 小学校課程から中学校課程までの９年間を一貫 
して行う小中一貫校 

（１）一体型 

（２）分離型 

（３）併設型 

新Ｂ案 完了時の学校位置図 



 
  

泉南市立小中学校の概要 

施設:令和３年 3 月１日現在/学級・児童生徒数:同年 5 月 1 日時点 
                         

泉南市の児童生徒数の推移と予測 
              

泉南市の出生数の推移（各年３月 31 日現在） 
               

学校再編に必要な費用の試算 

学校再編を行う場合に必要となる建築費用の試算（単位:百万円） 

 

学校再編時の児童生徒数の推計 

新たな学校を開始した時期における児童生徒数及び通常学級数の推計 
                           
  
 

泉南市は、世界中の青年が国際交流のために日本に滞在する国のプロジェクト
「JET（ジェット）プログラム」を進めています。 

2022 年 1 月現在で、ALT（外国語指導助手）18 人、CIR（国際交流員）3 人、SEA
（スポーツ国際交流員）1 人の合計 22 人が、市立小中学校と教育委員会事務局で勤
務しています。今後さらに ALT2 人と CIR1 人がやってくる予定です。 

ALT は各小中学校での英語学習や様々な学習のサポートをします。CIR は幼稚園
や子ども園などで国際交流活動をします。SEA はサッカーのコーチや体育の学習の
サポートをします。 
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